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表 ー7 ハ ウ ス ミカ ン に おけ る AIT の 巣実腐敗防止効果戸、Jw
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図 1 AITの河j型お よ び施用数と架笑腐敗防止効果 (不

知火)

の と 考えられた。
RJお よ びRT分包タ イプで 薬筈が発生 し た とと か

ら ， A IT添着濃度 の 低い RF分包タ イプ (AIT添着濃
度 6 ，000 ppm)お よ びシー ト タ イ プ (AIT添着濃度
10，000 ppm)を 用 い て試験 を行っ た 不知火， (5 kg) 
を l区当 た り 2 箱用 い て， 1箱当 た り RFお よ びシート
を 2， 4 お よ び 6 枚入れ， 室温 (l9�270C)で保存し， 2 
週間後 に 腐敗状況を調査 し た。 なお， RF分包 と シート
タ イプの AITの ガス 徐放濃度はほぼ同様であ る 。

そ の結果， RF分包タ イプお よ びシートタ イプを 用 い
た試験で最も 効果 の 高か っ た 処理区はRF6 包区で全 く
腐敗が認め ら れなか っ た。 効果の認 め ら れた 処理区は
RF4 包， シート 2， 4 お よ び 6 枚施用 区で あ っ た。 な
お， す べて の区で こ 斑症状 の 薬害は認 め ら れなか っ た
(図ー1 )。 ま た 不知火， ( 5  kg)に 対 し て RFを 6 包施
用 し， 数回試験を行っ た と こ ろ， す べて 安定し た結果が
得ら れた。

3 ハウスミカンに対するAITの効果

市販の ハウス ミカン (1箱 5 kg) 5箱 (虐待区: 2 箱，
虐待し ない区: 3箱)に， RF分包を ク ッ ショ ン の 下に
置 い て直 接果実に 接触 し ない よ う に l箱当 た り 1�4 包
施用 し， 室温 ( 平均気温: 26 .4 0C)に 置 き ， 2週間後 に
腐敗状況お よ び薬害を調査 し た。

そ の結果， 薬害は認め ら れなか っ た が， 腐敗の発生は
無処理 と 同程度であ り ， 防除効果は明 ら かに で き なか っ

1箱当たり
慮待 の

可
」RF 分包有1!!\ 処理数

発病 率 (%)
薬害

緑かぴ病 青かび病 水I/JG症 そ の他

!I!\ l 2.2 。 。 。
111f: 2 1.5 。 。 。
111E 3 0.8 。 。 。
111E 4 2.9 。 。 。
1111 無処理 1.3 。 0.5 。
有 1 5.4 。 。 0.5 

有 2 6.0 。 。 。
有 3 3.6 0.5 。 。
有 4 2.5 。 。 。
有 11!\処理 2.4 0.5 0.5 0.5 

た (表一7)。 同様の試験 を数回行 っ た が， 防除効果が認
め ら れ る 試験事例はなか っ た。 こ の 原因 と し て ， 気温が
高か っ た こ と か ら AIT残効が短か く なっ た た め と 考え
ら れ る 。

お わ り に

果実腐敗の防除薬剤に つい て は， 今後 さ ら に 薬剤評価
を行う 必要があ る 。 ま た， 薬剤の 耐雨性や効果 を 向上 さ
せ る た め の 補助剤等の 検討が必要 と 考えら れ る 。

なお， て いねい に果実を 取 り 扱い， 果商に {釘を 付 け な
い こ と やぬれた果実を収穫 し ない こ と は果実腐敗対策の
原点であ り ， 基本に 忠実な管理が望 ま れ る 。

天然由来の 抗菌物質の発病抑制剤と し て の 利用 に 関 し
て は 不知火'で AITに よ る 果 実腐敗防止の 可能 性が
示唆さ れた。 A ITに よ る 効果 は主 に 抗菌活性に よ る こ
と が明ら か と なっ た が， 品種に よ り 薬害発生濃度が違う
こ と か ら ， そ の 施用 濃度 は品種ごと に 薬害発生濃度 と 抗
菌活性泌度か ら 決定す る 必要があ る 。
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( 6 月 8 日 付 け )
西尾 健氏 ( 環境庁水質保全局土壌良薬課長)は， 農 林

水産技術会議事務局企画調査課長へ
島田和彦氏 ( 農 林課課長補佐 (海 外指導瑚担当 ))は，

植物防疫課課長補佐 ( 農薬第一班担当 )兼 農 林水産技
術会議事務局先端産業技術研究謀例任へ

神l' 浩行氏 (植物防疫課課長補佐 (良薬第一班担当 ))
は， 出産課課長補佐 (麦振興班担当 )兼総務課併任へ

咲花茂樹氏 (九州 農政局長 )は， 退職

(6 月22 日 付 け )
尾和尚人氏 (北海道農試生産環境部長)は， 新潟大学 農

学部へ出向
高橋賢司氏 (九州 良試企連室研究交流第I 科長 )は， 北

海道良試生産環境部長へ
高畑康浩氏 (九州、|良試企連室主 任研究官)は， 同場企連

室研究交流第1 科長へ
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